
自社が持つ「製品※」を棚卸ししてみましょう。（※具体的な「納品物」だけでなく「受注内容」で表してもOK）
横軸に「技術の深さ」と「ビジネス性の高さ」を、縦軸に「短期的な成⾧」と「中⾧期的な成⾧」を置き、
ポストイットに書いた「現状、自社が持つ製品」が、どのあたりに位置づけられるのかを話し合いながらプロット
していくことで、自社が持つ製品を一覧できる「ポートフォリオ」が出来上がります

自社製品
ポートフォリオ ワーク

中⾧期的な成⾧の可能性がある
（＝将来性のある領域への進出や事業転換）

技術が深い
（＝他社による模倣や代替が困難）

短期的な成⾧の余地がある
（＝拡販や新規開拓）

競合の多い技術
（＝他社も多く手掛けている技術）

「中⾧期的な成⾧が期待でき、
技術が深い」製品領域

「競合は多いが、中⾧期的な成⾧が
期待できる」製品領域

「短期的な成⾧が期待でき、
技術が深い」製品領域

「競合は多いが、短期的な成⾧が
期待できる」製品領域

考えるヒント

※この領域にプロットされるポストイットが多い／強い会社は
「研究開発」型といえる

※この領域にプロットされるポストイットが多い／強い会社は
「事業転換」「ベンチャー」型といえる

※この領域にプロットされるポストイットが多い／強い会社は
「既存技術拡販」型といえる

※この領域にプロットされるポストイットが多い／強い会社は
「事業再生」「M&A」型といえる

❏ 違う色のポストイットを使い分けて書くことも有効です

❏ 「すでに実績のある製品」を黄色のポストイットでプロットしたあとで、
「今後作れそうな製品」を別色（たとえば水色）のポストイットに書いて、
同じポートフォリオ上にプロットしていくと、より立体的な展望が描けます




